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災害救援技術研究部門とは？

災害時，人々の生命と尊厳を守り，苦痛を軽減するための救援技術
「Humanitarian Technologies」を共創する集団

2017 IEEE Region10 Humanitarian Technology Conference, Dhaka, Bangladesh



災害救援技術部門の研究開発モデル

新たな救援技術・手法の創出・提案

社会課題

（2023年度のテーマは厳冬期災害の津波災害）

日本赤十字社・国際赤十字
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厳冬期の津波災害対応に関する技術実証（2022年度）

津波溺水の基本メカニズム（計画中）

人流データを用いた避難支援

ドローンを用いた救援物資搬送 災害時のクルマからの電力供給

厳冬期の避難環境の確立



スマホアプリを用いた避難状況のリアルタイム把握（国内初）
（令和4年度内閣府津波防災訓練，北海道根室市）

（株）Agoopとの共同実証
内閣府の官民研究開発投資拡大プログラム(PRISM)の成果を活用

※（国研）防災科研からのAgoop受託事業の成果

（詳しくは，日本赤十字看護大学付属災害救護研究所ホームページ「お知らせ」をご参照くださいhttps://jrcdmri.jp/）



避難状況のリアルタイムモニタリング

〇スマートフォンの位置情報を指定外の避難場所，孤立地域の特定手段として活用

〇避難訓練の振り返り，避難経路の検証等で活用

※同意を得たユーザーのスマホアプリから収集され，個人情報を取得せず，秘匿化加工されたデータを使用

防災担当者による避難状況の把握 訓練参加者による避難状況の振り返り



災害時の燃料電池車・ハイブリッド車等による車両からの電力供給
（熊本赤十字病院・トヨタ自動車株式会社との連携）

燃料電池車は有害なガスを排出しない「うごく発電機」

→ 厳冬期災害の課題「停電」，「一酸化炭素中毒」，「避難所の騒音」の有力な解決手段

（詳しくは，熊本赤十字病院ホームページをご参照ください https://www.kumamoto-med.jrc.or.jp/archives/1647

世界初の燃料電池医療車「Doctor Car NEO」 燃料電池医療車から仮設医療救護所への電力供給



厳冬期の避難所運営に関する演習との連携
（2023年1月21-22日＠日本赤十字北海道看護大学）

日本赤十字北海道看護大学 根本昌宏教授 （本部門専任研究員）が主導

ジェットヒーターによる暖房 融雪による温水確保 厳冬期における車中待機実証



新興国，島嶼・山間部等でのドローンを用いた災害時の物資搬送に関する研究

長崎大学病院・豊田通商との共同研究（長崎県五島市）

カタパルトからの射出 飛行 配送物資を投下



津波災害時の溺水者発生メカニズムの解明に向けた基礎的研究
（研究代表者：栗栖茜 客員研究員）

日赤本社，日赤埼玉県支部との共同実証（計画中）

社会実装に至るまで，長期的な取り組みが求められる基礎研究にも注力



アウトリーチ
厳冬期災害に関するパネルディスカッション/国際シンポジウム開催

日本赤十字社医学会総会
（2022年10月，旭川市）

厳冬期災害に関する国際シンポジウム
（2023年1月，日赤本社）

厳冬期災害対応に関する
国際的な研究ネットワークの構築へ

（海外の研究者との情報交換を開始）

（Key Messages）
〇厳冬期災害や低体温症リスクを社会全体で共有

〇災害時の様々なシーン（被災現場、避難場所，被災医療機関等）での低体温症予防・軽減対策の推進

〇厳冬期災害に関する知見を蓄積，共有するための国際的な研究ネットワークの構築



私たちが追求する技術の姿
災害時の諸課題，平常時の社会問題の共通解

赤十字内外の多様なステークホルダーとの連携，共創，共有がカギ

人流データを用いた渋滞分析 燃料電池車による患者搬送

ドローンを用いた物資搬送

車両から避難所への電力供給

ドローンによる被災地調査，救援物資搬送

人流データを用いた避難状況把握

平常時のカーボンニュートラル推進 災害対応・復興支援



新たな救援技術を赤十字の仲間と共有

気候変動対応に関する
国際赤十字の調査報告書に掲載

国際赤十字社会イノベーション・ネットワーク
（Red Social Innovation）ホームページ掲載



ありがとうございました
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